
ユニケージとデータベースでは、登録処理の仕組みが
異なっています（図2）。データベースは、既存ファイ
ルを直接、更新データに書き換えて、登録処理を行いま
す。ユニケージは、フィルタ形式（補足1）で処理を行
うため、登録処理（uplコマンド（画面1参照））を行
うには、既存ファイルに更新データをマージして、一旦
別ファイルとして保存します。保存したファイルを既存
ファイルに置き換えて、登録処理を完了します（補足2）。
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ユニケージ開発手法

前回は、LV4データから必要な条件で抽出して、画
面出力用のレイアウトに成形する処理を行いました。今
回は、画面に表示したデータを画面上で新規追加・更新・
削除の操作を行い、加工した結果をサーバ側に送信し
ます。送信した結果は、LV1、LV4データとして登録し
ます（図1朱色の部分）。

Vol.8

USP研究所技術研究員
written by大内智明

今回は、PC画面の情報をサーバ側に送信して、LV1データ/LV4データとして登録する処理について説明し
ます。

データの流れについての紹介 技術的な概要

LV4

登録
LV2

※LV1、LV4 の
補足参照

担当者が操作をしない業務時間
外に、サーバはデータ処理をし
ます（夜間バッチ処理）。データ
処理内容は、担当者が画面から
登録した LV1データを元にLV2→
LV3→LV4 データを順次作成し
ます。

サーバ側が夜間に行う処理。
LV1を元に LV2、LV3、LV4
を作成します。

業務時間内は、担当者が PC
画面からデータ登録、参照な
どの操作を行います。
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夜間のサーバー側の処理

日中の PC処理

LV1

LV3

図1　処理及びデータフロー（処理を行う時間帯は1例です。）

【「LV1、LV4」についての補足説明】
LV1、LV4とはユニケージ開発手法で使用されるデータのレベルご
との名前のこと。
LV1・ システムに入力された「生データ」(原始データ)でアプリケー

ションから入力されるデータや外部システムからインター
フェースされるデータ。
・ 日中の更新は、アプリケーションが行います。

LV4・ 業務アプリケーションが登録・参照・検索などを行いやすい
形のデータ。
 ・朝1回目は夜間処理で作成します。
・日中の更新は、アプリケーションが行います。

【補足1】
ユニケージのコマンドは、フィルタ形式であるため、入力ファイル
と出力ファイルが別になっています。
【補足2】
ユニケージは、登録処理の途中でエラーなどが発生しても、元の状態
に戻せるように（ロールバック）、予め既存データのバックアップを
取得する場合があります。データベースでは、意識しない排他処理
もユニケージでは排他処理のロジックを盛り込む必要があります。
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logコマンドは、ユニケージ独自コマンド
 走行ログを出力します。execコマンド相当。

図2　データベースとユニケージの登録処理
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リスト1　登録処理を行うプログラム
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lineupコマンド
ユニケージ独自コマンド。指定したフィールド
のデータのラインナップを取り出す
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cjoin2 コマンドは
ユニケージ独自コマンド（画面1参照）。
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!321!$!32;ಎ႒ȜΡ! !ߊ୕;33 !ྴߊ୕;34 35;ဥഽߊ! 36;৾ͤե̞ະߊخ

!322!$!37;ତၾ! !ثౙࡔ;38 39;คౙث! ȜΡߊࣺ৾;ȜΡ!41ߊ୕;:3

ྴߊࣺ৾;42!$!323!

!324!$!=ಎၞ?

!325!dbu!!!!!!!!!!!!!!!?!%|unq~.difdl.pvu

❷
[1] 

❸

❹

[2] 
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!326!$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

!327!$! ȆັȜΡȆثࡔȆคࣜڎ͈̓̈́ث࿒ΙͿΛ·̠࣐ͬ

!328!$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

!329!

!32:!

!331!$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

!332!$!ΟȜΗାࠁ

!333!$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

!334!dbu!%|unq~.difdl.pvu! }

!335!gtfe!(t0`}0052(! }

!336!gtfe!(t0}`0052(! }

!337!hbxl!(|qsjou!%4-%7-%2-%3-%8-

!338!!!!!!!!!!!!!!%9-%:-%23-%26-%28-

!339!!!!!!!!!!!!!!%24-%25-%37-%38-%39-

!33:!!!!!!!!!!!!!!%33-%34-%41-%42-%51-

!341!!!!!!!!!!!!!!%52-#1#-#(%|tjuf`lvcvo~(#-#(%|tjuf`obnf~(#-%47-

!342!!!!!!!!!!!!!!%4:-%43-%44-%45-%46-

!343!!!!!!!!!!!!!!#(%|vtfsje~(#-%48~(! }

!344!hbxl!(%8">#`#|%8>tqsjoug)#&16e#-%8*~|qsjou~(! }

!345!dbu!!!!!!!!!!!?!%|unq~.sftvmu

!346!$!2;মުٛ২ȜΡ! 3;মުٛ২ྴ! 4;ഝ༘ȜΡ! 5;ഝ༘ྴ! 6;ΟȜΗै଼ັ

!347!$!7;ΟȜΗै଼শ࣫! 8;TFR! 9;ܤ! :;0ಎ႒ȜΡ! 21;0ಎ႒ྴ

!348!$!22;ܤၑဇߊ! 23;ܤၑဇߊྴ! 24;ତၾ! !ثౙࡔ;25 26;คౙث

!ߊ୕;27!$!349! !ྴߊ୕;28 29;ഥຘΟȜΗࣺ৾ߊ! 2:;ഥຘΟȜΗࣺ৾ߊྴ

!34:!$!ɃಎၞɄ

!351!

!352!$............................................................

!353!$!mw2ΟȜΗ͈ࢵ૧

!354!$............................................................

!355!mw2e>%|bqme~0JOQVU0%|hebz~0%|ufoqpde~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ

!356!$!MW2Οͻτ·Πςै଼

!357!nlejs!.q!%|mw2e~

!358!

!359!dbu!%|unq~.sftvmu!!!!}

!35:!$!MW2ͅຈါ̈́ΟȜῌ͈͙̳ͥ

!361!efmg!3!5!21!23!28!2:!35!}

!362!$!2;মުٛ২ȜΡ!3;ഝ༘ȜΡ!!4;ΟȜΗै଼ັ!!!5;ΟȜΗै଼শ࣫!6;TFR

!363!$!7;ܤ!!!!!8;0ಎ႒ȜΡ!9;ܤၑဇ!!!:;ତၾ!!!21;ࡔౙث

!364!$!22;คౙߊ୕;23!!ث!!!24;ഥຘΟȜΗࣺ৾ߊ!

!365!$!ɃಎၞɄ

!366!ntpsu!lfz>206!!!!!}

!367!dbu!!!!!!?!%|unq~.ibjlj`ebub`mw2

!368!

!369!$..........................................................

!36:!$!MW5ΟȜΗ͈ࢵ૧

!371!$..........................................................

!372!$!υΛ·

!373!mpdlgjmf>%|mw5e~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ/MPDL

!374!jg!vmpdl!%|mpdlgjmf~

!375!uifo

!376!!!$!ୃુͅυΛ·έͼσ଼̦

!377!

!378!!!$!MW2͒έͼσ̱͂̀༗ం

!379!!!dq!%|unq~.ibjlj`ebub`mw2!%|mw2e~0%|ufoqpde~/%|vtfsje~/%%/%|hebzujnf~

!37:!!!$!MW5Οͻτ·Πςै଼͍ݞέͼσै଼

!381!!!nlejs!.q!%|mw5e~0%|ufoqpde~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ

!382!!!upvdi!%|mw5e~0%|ufoqpde~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ0EFOQZP`EBUB`IBJLJ

!383! !!

fsedコマンドは、ユニケージ独自コマンド（画面 2参照）

delf コマンドは、ユニケージ独自コマンド（画面 3参照）

ulock コマンドは、ユニケージ独自コマンド（画面 4 参照）

❺

❻

❼

[3] 

[2] 
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!384!!!$!MW5ͅܡం͈ΟȜΗ̦̜ܱͦ͊

!385!!!dbu!%|mw5e~0%|ufoqpde~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ0EFOQZP`EBUB`IBJLJ!}

!386!!!tfmg!4!6!7!8!1!!!!!!!}

!387!!!ntpsu!lfz>205!!!!!?!%|unq~.mw5`pme

!388!!!

!389!!!tfms!4!%|ufoqpde~!%|unq~.sftvmu!!}

!38:!!!tfmg!4!6!7!8!1!!!!!!!}

!391!!!ntpsu!lfz>205!!!!!}

!392!!!vqm!lfz>205!%|unq~.mw5`pme!.!!}

!393!!!efmg!205!!!!!!!?!%|unq~.mw5`sftvmu

!394!!!nw!%|unq~.mw5`sftvmu!%|mw5e~0%|ufoqpde~0EFOQZP`EBUB`IBJLJ0EFOQZP`EBUB`IBJLJ

!395!

!396!!!$!υΛ·έͼσॉੰ

!397!!!sn!.g!%|mpdlgjmf~

!398!gj

!399!

!39:!$0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

!3:1!$!ਞၭ

!3:2!$0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

!3:3!tfu!,yw

!3:4!sn!.g!%|unq~.+!3?0efw0ovmm

!3:5!tfu!.yw

!3:6!fyju!1

画面1　  cjoin2コマンド 

2ファイルをキーで連結する。マッチングしない場合には、 
ダミーデータを出力する。

%!dbu!ntu

1111114!५``````!37!G

1111116!ॄఆ``````!61!G

``````!53!Gک!1111118

%!dbu!uso

1111116!93!8:!27!32!91

1111112!57!4:!9!!6!!32

1111115!69!82!31!21!7

111111:!71!9:!44!29!7

1111114!41!61!82!47!41

1111118!61!3!!44!26!73

%!dkpjo3!lfz>2!ntu!uso

1111116!ॄఆ``````!61!G!93!8:!27!32!91

1111112!`!`!`!57!4:!9!!6!!32

1111115!`!`!`!69!82!31!21!7

111111:!`!`!`!71!9:!44!29!7

1111114!५``````!37!G!41!61!82!47!41

``````!53!G!61!3!!44!26!73ک!1111118

マッチしない場合 
には、デフォルト”_” 
でダミー出力する。

画面2　  fsedコマンド 

指定フィールドの文字置換を行う。

%!dbu!ebub

uplzp!2345!uplzp!6789

ptblb!2345!ptblb!6789

%!gtfe!(t0uplzp0UPLZP02(!(t0ptblb0PTBLB04(!ebub

UPLZP!2345!uplzp!6789

pltblb2345!PTBLB!6789

画面3　 delfコマンド 

指定したフィールドを除いて出力する。

%!dbu!ebub

1111111!ຩ౷``````!61!G

1111112!ႝന``````!61!G

1111114!५``````!37!G

1111115!ฒാ``````!51!N

%!efmg!3!ebub!!=.!లˎέͻȜσΡͬੰ̞̀ႁ̱̳͘ȃ

1111111!61!G

1111112!61!G

1111114!37!G

1111115!51!N

画面4　 ulockコマンド 

排他制御を行う。ulock は排他的にロックファイルを作成し
て、完全排他区間を実現する。

%!dbu!mpdl/ti

$"0cjo0cbti

jg!vmpdl!mpdl<!uifo

!!$

!!$!උ̧͙͈̈́̓ੜၑ

!!$

!!sn!.g!mpdl

gj

❼ [3] 
uplコマンドは、ユニケージ独自コマンド（画面 5参照）
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ユニケージの登録処理では、LV1（夜間処理）とLV4
（PC画面出力用）の2種類のファイルを更新します（補
足3）。排他制御についてもユニケージの場合は、デー
タベースと異なり盛り込む必要があります。
LV1は、夜間処理にて、LV1→ LV2→ LV3→ LV4
を生成して、日中更新したLV4を定期的に再作成しま
す（整合性を保つ）。

今回のコードについて、3つの観点から説明していき
ます。
[1]  画面から取得した入力データを元に更新用データを
作成します。55～169行目です。まずは、入力デー
タを新規・更新・削除データに分割して、それぞれ
を処理します（❶55～157行目）。次に分割したデー
タを結合します（❷159～169行目）。

[2]  [1] で作成した更新データに、PC画面で表示用に
使用する各項目の名称を付与します。171～239
行目で行っています。まずは、付与するマスタ項
目（名称付き）を作成します（❸171～191行目）。
次に更新データにマスタ（名称付き）を付与します
（❹193～214 行目）。今回は省略していますが、
入力項目について整合性のチェック（コードや日付
などの整合性）を行います。最後にLV1、LV4登
録用にデータを成形します（❺ 220～239行目）。

[3]  LV1と LV4の登録処理を行います。241～ 287
行目で行います。まずは、LV1データを作成します
（❻ 241～256 行目）。LV4は [2] で既に作成済
み。次にLV1、LV4をそれぞれ登録処理します（❼
258～287行目）。

まとめ

【補足3】
LV4 データは、データの整合性を保つため、定期的に LV3 から全
件作成し直します。

画面5　 uplコマンド 　

二つのファイルを同一キーフィールドでマージして 
キーフィールドの値が同一の最終行を抽出する。

)ζΑΗȜȇnbtufs*

bഝ!214!73

cഝ!268!:5

dഝ!73!41

eഝ!321!224

fഝ!348!232

)ΠρϋΎ·Ώοϋȇusbo*

bഝ!242!95

dഝ!2:9!216

fഝ!92!59

%!vqm!lfz>2!nbtufs!usbo!?!ebub

)ebub*!!!!!!!!=.!usboͬζȜΐ̱̀൳֚ഝ͈डਞ࣐ͬಒ

bഝ!242!95

cഝ!268!:5

dഝ!2:9!216

eഝ!321!224

fഝ!92!59

更新データがマージされたファイル

更新ファイル（更新データ）

既存ファイル

コードの見どころ

25


	usp11_h1-h4_配布用
	usp11_h2-目次-扉_141017
	usp11_Tokusyu_wakate_engineer
	usp11_012-015_AWKl
	usp11_016-017_Fightingtalk
	usp11_018-025_codereview
	usp11_026_koukoku_ol
	usp11_027-029_Linux
	usp11_030-033_Haskell_rb
	usp11_034-037_OtokoNoUNIX
	usp11_038-039_human&computer
	usp11_040-042_AWS
	usp11_043-047_suzulab
	usp11_048-049_ennoki_SHIRAHA
	usp11_050-053_unix_na
	usp11_054-057_kousakuin_diary
	usp11_058-059_改善塾
	usp11_060-063_datemodering
	usp11_064-h3_
	usp11_h1-h4_配布用



